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　　　　　　　　　1

　　　　　　第2．5回宇宙隣発委員会（定例会議）’

　　　　　　　　　　　議事要旨

■　日時　　　昭和50年10月8日歯・、

　　　　　　　午後2時～千三　　　　，

2　場所　　．宇宙開発委員会会議室

3　．議題　　　　　　一

　　①繍5・鞭8～9脚におけるbケツ・吸ぴ入主醒

　　　’の打上げ結果について　　く報告）

　　（2）昭和5‘峰度8～9月期における・ケツ吸ぴ人工衛星

　　　の打上げ結果の評価について『φ

’4　資料

　　委23Lユ　第22回宇宙開発委員会（定例三二）議事要旨

　　委23「多　技術試験衛星1型打上姥及び追跡管制結果の概

　　　　　　　　要（昭和50年8・9月期）

　　二野づK一…一5号機実翻告　，　一

　　数3－4昭和50鞭8～唄期傭ける・ケツ吸ぴ
　　　　　　　　入工衛星の毎げ結果の評価につい欄．

　．（参考資料）

　　　技術試験衛星1●型打上げの概要

5出席者
　　，宇宙開発委員会委員長代理　　　　　仙・県　昌　夫

　　　　　〃　　鼻’　委員一　　　　　　　網・島　　　i毅

　　　　　〃　’　　〃　　　　　　　八三策禧

　　　　〃’♂　〃　　，．斎藤成文

　　　　　　　　　　　　ゴ1〃　　　．

：／

’

説明者

　宇宙開発事業団副理事長　　．

　　　〃　’　　　　理事

　　　〃　　　　　理事　　　　・

　東寧大学宇宙航空研穽所教授

堅甲省庁職員等

　科学技術庁研究訥整局長　　一

　　　　〃　　〃．　．宇宙開癸参事官

　運輸省大臣官房参事官　　　　　　’

　気象庁総務部長

　　　　　　　　　　　　　　、．
　海上保安庁総務部長

　郵政省竃波監理局蕃議官’

’宇宙廃発事業団

　　　　〃

　　　　〃　　．

　　　　〃
　　　　〃　　し

事勝局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　　　　　　　宇宙国際課長

　　　　　　　　一　．宇宙開発課長
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6　旧事要旨　　　　　一　　　＼

（1）一前回議事要旨について　　．．　　　　　　‘　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
一一一一 謔Q2回宇宙開発委員会（定例会議）一議事要旨が彪認され

　た。、

（21昭和50年度8～9月期におけるロケット及び人工衛星の

　打上げ結果について（報告）　’　　　　　　　　　　∫　一

　①　字宙醜’発事業団，

　　　宇宙露発事業団の松浦陽恵劇理事長、高田茂後理事及び

　　野島正義理事から、資料委23’一2及呑参考資料に基づ“

　　て説明が行われたのちぐ以下の質疑応答が行われた。　．1

八藤3煎ロケット工号機の打上げが予定より・50分遅れたのは

　㌦なぜか。　　　『　　　　　　　　　　魎　　　　．

．松浦2液体酸素をタンクに送り込むための窒素ガス系統に不具

　　合があり、50分遅れた。

網島3第5段ロケット切離しは燃焼途申か、それども燃焼終了
　　後か。／

松浦3燃焼終了後、自動的に切り離される。途中で。血t一。ff

　　／ほできない。一

　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　一
網昂3第5段ロケットは、地上かちコントロールするのか。ま．

　　た・薗体燃料が入ったも¢1をアメリカから輸入したが、．．将・

　　来はどうするのか・　一　　　’・一
松浦；地上からのコントロールはない。こ6ため燃料に対する

　　要求がシビアになってくる。当分の胤は米国からの輸入に

　　依存せざるを懲％また・糊を灘化ナることも翫

　　ら、れる瓜・ケツゆ大ぎさの点から無理と勘。

　　　　　　　　　　　　（3ノ，　　、　．‘・　・　　　一

高田噛三三の途脚顯灘を厳寧やり・三門量を礫．
　　している。この点が非常にクリティカルで、米国はこれのソ．

’　　ウハウを出さないだろ一うと予想．きれる。

幽幽第鍛エン競eut一・ff鷹波指令で行うの加

高田詠うである・．　　∫・1・　　一
八藤3追跡管制半で何か今後の参考になるととはあづたのか。

松滞3雪RWに依頼した・マーシャル’における追跡管制で、ミス

　　があったためデー」タが一部と歌なかったので今後検討したい。

綿3樫原との騨七並不髄点があったが・願翻肌
　　たのか。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

村松噛械設計のミ短髄く・鰍の即しの際他輔弼との『

　　調整が十分図られなかったためと予想される。

②　東京大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　東京大学宇宙航空研究所の森大吉郎教授から、資料委2’3－

　5に基づφて説明が行われたのち、以下の質疑応答声行われた。

縞2従来錬大の・ケットには・SURc．を難しなくて．もンう

　　まく上がっているよう搾が・今回つけたのは何のためか9

森3一つには・2段目以降の母御では地上興の影奪を完全た除げ

　　ないためであり・もう一つはSM耳0を装備すれば子骨落下’

　　点に落と　せる確率が大きくなるためである。これ紀よ’り、’

　　ロンヂウインドが拡大出来る。

網島3；s皿：Rσは液体燃料戸ケットにも使えるのか。

森3使える感心ではロケットの2段目にめせている例もある。

八藤3今回の打上ザξ》主目的は達識したと考えているのか。

　　　　　　　　　　1

@　　　　．的

●

●’
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8

●

．●

森3今回の打上げの主目的はロゲツトの飛粗特性、SMROによ

　るローを制御特性及び吊翼構造特性：を知ることであったρ

’空弼爾采によるズピン猷ぎナぎたたあ、SM．Rdは主常に

　作動したがS班ROではロールを押さえるζと’ができず、2一番

　目の目的は慣せられなかったが、他の2つに関しては戊功した。

網一島3他の姿勢制御法は考えているのか。

森3現在のところ、姿勢制御法としてはS工士Vσ、サイ下ジエ．

　ツト、SUROの3つのみを考えている。・
山県3S－MBOをラムダロケットに搭載ずることも考えていろのか。
森3来年度の夏期に実験した“と考えてφる。

（3）昭和5P年度8～9月期におけるサケツト友ぴ人工衛星の打

　　　　　へ　上げ結果の評価について

　　事跨局から資料委23－4に基づいて説明が行われ、原案ど

　おり決定された。こののち、以下の質疑応答が行われた。

山県3米国網棚を聡し郊観に側ては～縮のための　，

　　蝿は隅隅⑱か・∫∫　．・ピニ
松浦：失敗し‘たときの資料は手に入るが、成功した場合は入らぬ

　　と思うb　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　，

三蓋；その点については、NみSAの意向を打診しておいて庶し’

　　、い。　　　　　　　　　　　　　　’　，　　　　　　　　、　　　㌧

松浦2成功不成功にかかわらず資料が手に入るよう努力したい。

山県雪資料を得て、説明してもらえば皆んなの為にもなり、．岱来’

　　るだけ努力していただきたい。

（分
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宇宙科学研究の推進に：つ輪て

　1総　論…・…・・一一・……・・一…”…・…一三…”

　皿　宇宙科学の目的及び意義　　噂’●’・’喝’
　　　　　　　　　　　　　　ひ　　，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　（1｝新レい学問領域の開拓・・一　…　ター

　　（21綱環境の醐一一三門…一∵1・

　1《3｝惑星及び生命現象の起源と進化の探究
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

　　｛4｝新しい工学・技術の創造展開・一・∴・・

紐軸科学研究ρ現状一…一・一∵一
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2’ @1総∵論’　　　』，い∫．一　弓、’　　　璽
　　　　　　　　　（宇宙群の比すもの）　　鍬1、ン　　　・　　　’

触　　弩我々人間の働地球と、地球岨かれ蜘駄縣、そζから更に果てしなく広力；る報は・古来から人類

　　　　　　　　　　の知的探求心を面し、そζ鮭起する未知臨画は、人類に常温し晦見楠掌記の進鷹も翻して

　　鮎　　　諏。5　∵　1レ　・、　ほ　1㌦　一’馬，
1　　∵宇幽晦起儲現象騨・研究及び幽幽い働櫛臓験は・新凝然法則を発
　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　お　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ド　　　　　ヒ

．　　偏し、か織し噸体締展を促す可能弊榊ても蹴例えば・温熱び生血の起源・進化の解明の
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ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐけ　　　も　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　り　でのノノ　　らぞも　　　　　　　　　　ボ　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しず　　　　　　　　りた
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我姻は1鰍的に地球擁学・天文学の領騨坤て馳た研究者を擁ぢ四阿績を上げてきたが・

我が国独自の宇宙飛翔体の研究開発の成功を通じ・今や宇醐騨・超高層大気物理学・地球科学等の分野

において国際的にも高く評価される業績を上げるに至っている・

また・これら・ケ小科学醒等の研究開発の成果は・部工学興る幅広喚見と経験を提供する

ことによって、民間企業にまたがる宇宙技術の広い裾野を形成してきた。

　　この自主開発の努力によって得られた幅広い知見と経験は・宇宙理学にむける研究成果とともに・今後の宇

宙開発の推進に対し重要な意味をもつものといえる。　　　　　　　一

（我が国の宇宙科学研究推進の必要性）

　　このように、我が国の宇宙科学研究は、過去において独自な方式で順調な発展を遂げ・プロジェクト研究の

典型的成功例のりとなって籾はた・国際的にも高曜価を受けている・轍・峨峨が国際社会に悪いこ9

そ期待される役割㊧一つは・高い教育研究搬基盤とする知的貢興ると考冬られるが・過去の実績と現

榔照らして報科学研究の雛こそこの期待にたえることのでき撮も嫉列国であ wう。

　　我が国では、現旧規働宇醐発計画力咽家的姻学技術政策として進行し？つある・このよう敏策が

　円満に結実し、なお将来の発展を期するためには、基礎から実用までいずれに遍することなく十分調和のとれ

　た実施が必要なことは自明である。この意味において、今後宇宙開発計画の大型化に伴って・その基礎となる宇

宙科学研究を一段と振興する努力が必要である・ただし・聯鹸研究は・研究者の舳な発想薩つく自主

性が保障されて初めて独創的、先駆的な研究姓み出すことができる特質をもうている6したがって・国家的

　プロジェクトの推進にあたっては、このような基礎科学の重要性と特質についての十分置認識が必要である。

　　科学研究にわける国際協力の重要性は今後ますますその比重を増大すると予想されるが・特に宇宙科学研究

は国搬力が不可欠紛野である。現在、大規働宇宙探査の囎的協力蝶が企画・なれつ？劾・こ

れに対し我が国の鋤ロが要讃れてい．丁丁に照ら・し・我が国も報科学研究の鴎的計画噸極的に

　寄・与する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

（宇宙科学研究の将来融画）

　　飛翔体を利用した宇宙科学研究の今後於おむね10年にわだる将来計画を考えるとき・その研究分野として

　は、地球及び地球周辺空間、宇宙空間プラズマ現象、太陽及び惑星・天文・宇宙圏・宇宙生命科学・並びに・

　宇宙工学があるが、これらの諸分野のうち、我が国の研究活動の実績と可能性に照らし・研究課穎を精査した

　上、重点的に振興を図ることが肝要である。同時に、宇宙飛翔体及び関連宇宙技術の基礎となる工学上の諸研

　究課題kついてもこれまでの実績を生かし、引き続いて独創的、先駆的な研究の展開を目指す努力が必要であ

　る。

　　宇宙酬体による直撚査と並んで地上幽ける天文観測・地球物醐測鍾要であり・両者はあ回って

観測鋤果を飛曲に拡大する関係にある．このため、大蝿波望遠簾各種の地上施設設備を整備充実する

　方策がとら典なければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一
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（研究体制等の整備充実）　　　　　　　　．、

　以上述べた報科学研究腿の必要性と今後取粥むべき研究課題た対応して・その縫を図るためには・

　これにふさわしい研究体制を整えなければならな！（。特に飛翔体による宇宙科学研究のための研究体制につい

て見ると、宇宙科学が基礎科学における総合研究領域であること・国際的な分業・協力体制の一環として進め

　られる場合が多いこと、また、今後の計画が現状に比してかなり拡大した規模のものとなることなどを考慮し・

計画立案の段階から蘇の賄に・至るまで、覇理学及び報工学を中心とする関係研究者の蝦な励の下

に、一貫したシステムとしての体制を確立する必要がある・それとともに・今後ゆける霜への人類活動の

発展は、工学の幅広い磁盤ρ上剛立つものであることから・報工学の基騨．の充実についても＋分な配慮

　が必要であるρ

　　したがって～現在の研究及び人材徽の儲旺について＋分な吟味をした上で他の関係諸機構との関連をも考

　慮し、適切かつ効率的な研究体制の整備充実を図ることが必要である。
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皿　宇宙科学の目的及び意：義　　，

　　人類は非常に長い間地球を厚く覆う大気に阻まれて1光及び電波の狭聯通してしか1宇宙空間をのぞけな

かった．蜘極め面接的にしか、宇宙空間の諸現象を知る希を榊かつた・し曽・し・近年ゆける宇宙飛

翔体の出現は、入類が大気圏殖出て宇宙の情勲受け止め・宇宙の諸現象を直接翻することを可能にした・

このことに駒宇宙への窓は広くひらかれ、宇解関する多くの新しい知見が得られるよう撤り・宇一町の

　解明に関して飛躍的発展が期待されるようになった。

　　また、報飛翔体によ襯測は・人類の住む地球を外側から醐して地球騨の糊に資するとい憶

　味でも、その意義は極めて大きい。

　　さらに、露払体は高彫工学・技術の発展を庫り激す扁ので・その波及効果は・計蜘れないものが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
　ある。

　　このよ鄭宇宙科学研究は飛翔体を中心とし噺た三三を見せつつあるが・その目的と臓は蘇のよ兜

　要約するζとができる。　　　　　　　　　　・．

　（1》新しい学問領域の開拓

　　　報は古来、人類が数多くの基本働法員Uを学び取ってき傾理の宝庫であり・それはまた・三三が人綜

　　与えた巨大な実話室でも南る。

　　　飛翔体の山並よって、従来の観測手段ではとらえることのできなかった宇宙の襯象の研究力呵能と効・

　　x線、瀬天文学の新しい分野泌ら赫ることになった・この結果・中性テ星・ブラックホール・翻系外、

　　の天体などに得られ姻期的蜘見は、新しい宇宙像をとらえることを可能にした・こρと鱒・物群の最

　　旛本的燗題に深いかか籾をもち・学問領域の新生面をひらくものである・また・飛翔体の観町よって・

　　放射㈱・太陽風・地職鯛等の存在が初めて明らかと畝太陽地球渤群と噸し瞠問領嫌生み

　　出し、また、このことによってプラズマ物理学は大き，な進展を遂げつつある。

　　　さらk、宇宙空間は、地上の実験室では実現し得ないような無重量、。高真空、超低温等の極限条件下におけ

　　る諸現象を生起させており、そこにおける観測と実験は・予想し得ないような知見をもたらすことになるで夢

　　ろう。　　　　　　．　　　　’　　．¢

　　　こうして報科学は宇宙空間の諸現象を支配する未知の嗣を見いだすとともに・新舷学問の徽を開拓

　　し、人類に新しい将来への展望を与える可能性をもつものである。

　②’地球環境の解明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　科：学衛星を用いた宇宙科学研究が果たす今一つの重要な役割は乱衛星軌道から地球及び地球周辺を鳥町的に

　　観諭ることにより通こ姓起している現象を齢的純握し・研究することでφる・こ磯の観測には・

　　近年のリモート．センシング技術の発達畔い、気象衛星や地球資源探査衛星が利用され始めて助～今後更

　　に、海洋や大陸の議とモーター、成脳の長期変動・地鮫動や火山活動砿域防た三三吸びそのため

　　の基礎研究が必要となる。これらの観測研究は、学術上極めて重要な意：義を有するのみでなく、人類の置かれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一一
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た地球戯を明ら旅し、蹴の購災害の予知・資源の探査など広三野に役立父と臓るであろう．

⑳　惑星及び生命現象の起源と進化の探究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，

　　地球や太陽系の起源を挨求することは・自然科学の基本的な命穎の一つである。

　　近年．且面上陸憾鯨査が可能・となつ・嬬果、直接にその岩石標本を持ち帰り・ある轍天体畷近して

観察することがでぎるように勧・太陽系惑星群の雛が次第醐ら旅されている・これ・らの情報は惑星の

．進化、燗系の起源を解明する上で働て重要であるが・更馳球上の齢の起源と進化を探る手懸紳とな

る他の天体の蛉現象を直接発見する可能性枷・これにや姓命のなぞを解くこ・ととなうう．’・

㈲　新しい工学・技術の創造展開

　　宇鹸加やほ燦落載さ泌計轍器等を造拙す工学・技術は・・多くの極囎瀟を糠し檸宙と

いう極端姻境条件下ゆいて、一高い信頼性鮪する高度のシステムと・・して考舖れる必要があるところがら・

離の朋的研究を融することと効、更噺し虹学・技術の創造展開を促すこととな『・ζれら嘩業

界ひいては社会全般腋及転用回る効果鰍に大きく・報空間の利用や将来ゆける惑星の利用を図ろう

ける動き聯ことを考えれば・宇宙科学研究は単三礎科学の発展ゆ嶺するにとどま鯨幅広い応

　用効果をもつことになる。・　．．’
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皿　宇宙科学研究の現状　　　Q

（1）世界の現状

　　　1957年のソ連の人工衛星の打⊥げにより．、いbゆる宇宙時代が始まり、宇宙科学は乗躍的差発展を遂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　げた。，アメリカ及びソ連は、大規模な宇宙肉畜計画を進め、現在までに約t500個以上6人工衛星を軌道に

　　乗せ、年間それぞれ100機種程度の科学観測気球及び科学観測・ケットを打上げ、1広範な学問分野にわた

　　って多種多様秘語研究を行い、実利用面でも、人工醒による通信、気象観測、資涼探査などに大き喋績

　　を上げている●なかんずく・アメリカの大規模毒人間による月探査事業（アポ『計画）は・人間が初めて地球

　以外の天体に達したという歴史的な成果とともに、・宇宙科学のあらゆる分野に飛躍的な発展をも淀らした。ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享．

　　ポロ計画以後アメリカの非軍事面での宇宙活動はややその規模を縮小しているが、現在でも年間約1兆円に上

　　る研究投資が続けられており、ソ連もこれとほぼ同程度のものが行われていると推定されている。アメリカは、

　　1980年鴛の宇宙活勲め一環として・スペースシャトル計画を決定し・それによる宇宙科学研究を国際協力

　事業として実施することを企画して過り、1978～9年までの実験テスト期間を経て、1980年以降は、

　スペースシャトルの定常的な打上げを予定している。

　　欧州諸薗ではイギリス、フランスが独自のロケットを開発し、人工衛星を・打上げ』科学観測を行った実績

　　をも6ているが、欧州諸国の間では、最近、国際協力の必要性が強調され、欧州宇宙機関（ESA）を中核と

　　した共同事業が進められている。フランスと西ドイツは、現在最も宇宙科学研究に：九を入れて解る国であるが、

　両国とも年間それぞれ宇宙関係予算の約50％に相当する200～500億円の経費を独自の国家研究計画、

　欧州宇宙機関（ESA）の共同事業計画・アメリカ・ソ連との間の協力事業計画の5本の計画の遂行に完てて・

　いる。イギリス、イタリア、オランダ、スウェーデン等の諸国も同機関の活動に参加している。また、・その他

　の国でもカナダ、インド等は国際協力を前提とした宇宙研究開晶活動を進めている。

②　我が国の現状

　　我が国は、従来、宇宙科学研究の諸分野に夢いて優れた研究者を擁し、国際地球観測年以来、極めて顕著な

　成果を上げてきた。　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　’　　　　　　・　　　　　．』

，殊に飛雛及びそ蓼よる宇宙翻については早く。からその重要性が蝋され・自立的轍術ρ拡充憾め・

　発展段階に見合つた科学観測計画を実行するという考え方の下に、過去十余年にlbたり多くの成果を上げてき

　ている。国際地球観測年を契機とする観測用ロケットの研究開発は、新しい研究分野の開拓に対する工学者の

　意欲に支えられ、当初ペンシルロケットの時代から様々の困難を乗り越えて順次高性能化、大型化が図られ、

　今や6個の人工衛星を軌道に乗せる段階にまで成長し、他方、観測用大気球技術の拡充も着んと行われている。

　このことは、大学、研究所などの研究観測体制の整備、各種の地上観測網の充実、及び南極観測の実施等とあ

　いまって、我が国独自の研究計画の実施を可能にし、宇宙科学研究発展の基礎を築くとともに、国際的な観測

　事業における我が国の地位を高めた。

　　我が国が聯体を用いて三田げてきた主要媚三囲とし燃1）地球超高層の領域飼いて、オゾ．
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ン層の高度分布、高層大気の風系、大気光の発光層の高度分布などを測定して：、超高層圏の構造を確立したこ

と、li）電離層の領域に鉛いて、電子密度、電子温度の標準分布を確立し、下部放射線帯の存在を発見し、ま

た、磁気圏内ホイッスラー波、プラズマ波の動静などを確かめて、宇宙空間プラズマのダ’イナミックスを研究

する端緒をひらいたこと、iii）天文圏の領域にみいて、太陽紫外線の絶対測定を行ったこと、　X線星の位置を

決定し、そこに新しい型の天体を発見して、X線天文学の基礎をひらいたこと、また、　X線星の時間変動を確か

めたこと・軟X線放射の天空分布を確立しつつあることなどが挙げられる。これらの成果は・海外学界におい

ても高く評価されている。

　宇宙工学の面においては、国際地球観測年を契機として闘発された観測ロケットは、その後大型化と改良に

よって整備され、現在ではS型、K型、　L型の5系列の機種が観測の目的に応じて使用されている。いずれも

1～3段の固体燃料ロケットである。この観測ロケットの成果を踏まえ、科学衛星打上げ用M型ロケットの

開発研究が進められた。昭和45年にはその試験機である：L型hケットによって我が国最初の人工衛星「おお

すみ」の打上げが成功し、打上げ技術の基礎を確立した。昭和46年にM－4S型により試験衛星「たんせい」

が打上げられ撃次いで打上げられた「’しんせ喚」によって初め七科学観測が行われた。さらに・飛行制御

を加えることにより衛星の軌道精度の向上を図るため、昭和42年度から2次流体噴射推力ベクトル制御（T

VC）の研究に着手し、数次にわたる地上及び飛翔実験の後、これを備えたM一・3C型は、昭和49年「たん

せい2号」を所期の軌道に打上げることに成功した。このM－5C型によって、昭和50年2月には「たい

よう」（太陽放射線及び上層大気観測衛星）が打上げられている。一方、衛星打上げ能力の向上を図る研究

が進められており、優れたエレクトロニクス技術を基盤としたロケット搭載電子機器並びに科学衛星の研究

開発の成果、及び幅広い宇宙工学基礎研究によって、今後における宇宙研究活動を支える技術的基礎は、着

実に向上充実している。

　これらの宇宙科学研究のための経費について見ると、我が国の過去20年間の研究投資はおよそ400億円

，程度であり、昭和50年度について見れば、年間宇宙関係予算の約1・0％に相当する65億円程度の経費が充て

られている。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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1》　我が国における宇宙科学研究の課題

　（1）研究分野と課題

　　　宇宙科学は極めて広範囲な研究分野を含む総今的な研究領域であるが・特に：宇宙飛翔体及びそれを用いた研

　　究を中心とした場合、次のような分野に分類される。

　　1．　宇宙理学

　　　a　地球及び地球周辺空間

　　　b　宇軍空間プラズマ現象

　　　c　太陽及び惑星

　　　d　天文・宇宙圏　　，

　　　e　宇宙生命科学

　　2．　宇宙工学

　　　a　飛翔体に関連する工学　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　し

　　　b　宇宙に澄ける工学実験

　　上記各分野κついて、今後10年を見通じて学術的重要1生、規模等を勘案して我が国どして取り上げるべき

　　研究課題としては、次のものがある。

　　t．宇宙理学

　　　a　地球及び地球周辺空間

　　　　飛翔体による大気圏外の直接探査は地球電離圏、磁気圏の状態を知る上に辛き准役割を果たしている。

　　　　これらの観測資料は広い意味ρ地球環擁の理解につながるものである。また、大気圏外から地球自体を鳥

　　　瞼的に観測することは地球科学上の価値が極めて大きいばかりで左く、将来の実利用への道をひらく役割

　　　　も果たす●

　　　　電離圏｛，．磁気圏の直接探査は、飛翔体による観測研究の初期から顕著な成果を得てきた研究課題の一つ

　　　　である。我が国に鉛いても、電離圏のロケット観測では、前章に述べたと於り優れた業績を上げて澄り、

　　　　また、既に打上げられた3個の科学衛星によって、多くの新しい知見がもたらされている。さらに、1972

　　　年（昭和47年）以来、南極地域においても、主としてオーロラ現象を対象とするロケット観測が行われてむ鉱

　　　　また、1978年（昭和55年）にはEXOS－A（外圏観測衛星、極軌道）及びEXOS－B（長柄円

　　　軌道）の2個の科学衛星を打上げて、　国際磁気圏観測計画（IMS）に参加する予定と左っている。今

　　　後も、超高層における大気組成、電離圏、磁気圏に夢ける粒子と波動の抹態等について、重点的な観測を

　　　行うことが重要である。

　　　　地球観測については・その重要性が今後増大することは明らかであるが・我が国は現在・アメリカ，の気

　　　象衛星や資源探査衛星の取得するデータに依存するのみで、独自の研究開発、観測が十分に行われてい左

　　　い。今後早急に基礎研究及び技術開発を進めるとともに、気球、ロケット、科学衛星等による観測を実施

　　　　して、この方面の導師の発展を図り、併せて実利用の各種衛星の開発に資する基礎を培うことが必要であ

　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・8一・
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b　宇宙空間プラズマ現象

　宇宙空間の翻鯨共通してプラズ吻理学と恥関遊もつ・プラズ吻理学は・鞭物理学としで

も、畝核融合に直接関連する研珊野としても蘇である・報空間に坤ては・地上の実験室では到底

達することができ左い極限状態の下でのプラズマ現象の研兜が可能であり・この意味で旭地球電離圏及び磁・

気圏は自然が我々に一与えた巨大なプラズマ実験室の役割を果たすものである。

　　・ケット翻によるプラズ唄究は・我が国では1・余年の巌をもち・多くの働誠果を上げはた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おう
地上実験室におけるシミュレ…ション研究も行われて誇り・研究活動は極めて旺盛である。

　　レた物て冷後も報空間・峰けるプラズマの騨燗する翻を進める必要があるとともに満電粒

子や電磁波の放射により宇宙空間プラズマに人工的に刺激を与えしそれによって生ずるプラズマρふるまい

を観測する実験（能動実験）を行うことは・プラズマの特質を究あるものとして・極めて重要である・

　　我が国は、．こうした能動実験に関して、既に先駆的役割を果たして澄り・その成果は高ぐ評価されて喚る。

　この種の実験の大規模左ものは、将来はろベースシャトル計画AMPS（大気圏餌磁気圏及び宇宙空間プラ

　ズマ総合研究）プログラムが中核となると考えられ、我が国としてもこれに参加し・国際共同事業として遂

　煙していくことを検討すべきである。

c　太陽及び惑星

　　アメリカにおけるスカイラブの観測は、太陽面上の活動域やコロナに関する知識を飛躍的に高めたが、我

　が国でも、ロケット及び気球によワて、太陽紫外線の絶対測定、フレヤーX線源の位置決定等・国際的に評

　価される成果を上げている。

　　太陽は我々の最も身近にあっ温し二二のできる典型的醒であ広今磯も宇宙科学研究の対象とレ

　て重要な位置を占める。1980年（昭和55年）を中心とする太陽活動極大期は太陽研究の好機であり・

　我が国の従来ふらの実績を踏まえ、超高層望遠鏡による太陽、惑星の観測・太陽X線及び紫外線の観測等を・

　行う必要がある。

　　月、惑星を含む太陽系二二の直接探査は、これまでアメリカ、ソ連を中心として進められ・多くの探査鱗

　の活躍により数々の成果がもたらされている。太陽系は将来我が国の宇宙科学研究が目指すべき重要な研究

　対象であり、．惑星や惑星間空間等の探査計画は、地球を初めとする太陽系の起源を解明する上でζ不可欠で

　あるばかりで左く、宇宙工学の飛躍をもたらす重要友プロジェクトと友ろう。また・それは・字宙生柳学の

　発展を促しゐ、生命現象を解明する可能性につながるであろう。

d　天文・宇宙圏

　　宇宙飛翔体の出現によって・大気酬から来る紫外風赤外線・x紙源及び粒子線の情轍受工め

　ることができるようになり、これらの観測から、各種天体、星間空間、銀河系外宇宙に生起している各種現

　象がとらえられるように友り、ここに、従来からの光及び零波による天文学に加え冠新しい天文学の領域が

　ひらかれるに至った。これらは、いずれも極限条件下に澄ける物理現象を反映するものであって・物理学の
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基本的問題にも深いつ左がりをもつ。

我が国ではx線天文学の草創期から研究活動を始め・多くの舳発見と独創的纈測1技術とに玖

その発記し囎を果たした・筑宇
J粒子線」繍の研究についても・鰍成果を上げてい

る∴れらの成果を踏焦今後は、更にx・輔の2次元像の鰍あ硯六境幽間変動の観測

等が重要欄になるであろう．また、宇宙粒子線・γ線について ﾋ一ネル翰解能を鰍観

測の実施が必要である・

一方、大気圏外酬る観測が可能と攻ってひらかれつつある赤外線天文学は・低温鯉・銀河中心核’

星間齢についての新しい知見を与えるものとしてヤ今後醐待されている・・高精度の四温吐の実施耐’

その発展を促す努力が必要であろう。

轍の天文．宇宙圏に関する研究鳳高精度の各醒遠鏡と高度の翻制徽能を備え礎墾同

一・観ともに・スベー獅トル計画の動向紺騰を払い’
適切なプ・ジェハに参加することを考え都きであうう・

e鴛鍍現は、一方では宇宙生命科学という新し嘲の蹴成立させ一医学は辮宙

外の生物について研究が行われて嫉輔環境生轍でも呼ばれるべき複合分野を形づくろジとしゃる．

宇宙生物学はY地球外生命の操査を目指すもので畝火星その他の惑趾で�U前駆的轍
物質を発見することは、欄闘る生物学者の最大㈱し事の一つである・邸阻石朝のξからのア㍉

酪の発見が行桃一方説酬る生物の進化とその誕生を榊セた化学進イ1の研究の著しい

進歩によって、宇宙生物学の一大発展が期待されている。

このような報医学。生物学の分野ゆいては、アメリ．力及びソ連が・有人宇宙活動や惑星探査の灘

を泓鹸的な形に渉いても他国序し格段に進んでいる・このよう槻榔かんがみ・我が齢

いても宇宙医学の研究体制の強イヒと宇宙生物学、報生化学の基礎研究の育成とを’心懸けるべきである．

それはまた、宇宙科学の健全な発展にも寄与するであろう。
菖

2，宇宙工学

　a　飛翔体に関連する工学
　　報の特殊蝦境条件の下㈱ひろげらオτる報観測研究を始め・実利用分野にわたる多彩な宇宙濁

墓鷲灘；旨簾綴1豊難1淵離響麟鍍重難撃優
る必要がある．その基礎となる宇宙工学は、いわばこうした極限を追承する新しい工学の研究領域として’

　　重要な意義を有しているρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょう

　　　我が国の報工瓢これまで輔理学研究の必要に刺激され・新しい可能性への挑戦という形で発展し

　　てきた．その結果、固燃料・ケットの雑技術を即し・一連の離能観測ロケットを実現すうとともに’

　　その基盤の上に立つ伽自性に富む春工衛星打上げ方式・及び批げ吻｝の研究開発醜し・やによっ

　　て既に6個の衛星を打上げる働た．蜘その成果は実利用分野酬る開発にも反映されて・その

　　　　　ちよく
　　円滑友進捗にも重要攻貢献をしている。
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しかし、最近酬る国際的醐研究活動の拡大の機迎と宇宙の卑利用珊の蘭な準展に甑今後

の報工論究は、更に駆呵究活動を麟して毅の充勲図ること鍾勲ある・特に離の自轍

廠び腸各種のセンシジグ技術、報に脳動嵐㈱通信・醐体の構造及び材料・宇宙閃け・

る生命維嶽宇一二体の醜、鯉打ち上げ能力の向上准どの研究醐は・将来叩ける規模の拡大した

軸融を可能滑る技術の難とし磁要であり・研究開発を推進する必要がある・

我が国の工学研究は、優秀婦究湘に恵まれ・蔽瞬達し耀業の基盤の上に多方面にわたって鮮

肉幽して紘，進んだ宇宙技術を蝉在的能力を有堕る・進んだ宇宙技術雌れた工学の雑研

究を飴とした鶏の虚血の結果が・研究にフィードバックされることたよ？て＠めて確実に育つ

もので畝その赫で鍛研究汲びその成果を反映することのできる飛翔体プ・ジェハ研究の臓は

極めて大きい．娠ゆける煙科学醒の研究開発やスペースシャトルを用いる宇酬学研究・打上げロ

ヶ。トの性能阯噸する研究、灘・液水エンジン等’の離能・ケット及びそれによる打キげロケットシ

ステムの研究、あるいはそ焼用いる新しいミッ物ン等の研究が・プ・ジェハ1とし桁われる必要力：ある・

b　宇宙における工学実験

宇熱間曲る麟願は二上では辣することのでき左峡騨境であり・これを利用言ることに

よって、ユ勃鹸湯呑応用に関する研究に、靴的縫展力航らされる可能性があ．る・既に米国はスカ

砂計画冷麗々の識行っ働・．ま勾98・年代脚るスペースシャトル計画脚て

も、そ魂当面をこうした報の鰍環境を利肘る工学研究に勧当てる構想を立てている・こ収と

は、我が国の工学研究漉いても関心を拗燭要醐であ姶後そうし牟飛翔体を馳工学研

　究活動の進展を図ることが必要となるであろう。

ω　研究計画

　　上述の研究課題を遂行するκは、こ紡宇鯉学・轄工学の諸課題を総合し三体的なプロジモハ蝉

　定し、飛翔体による実験研究計画とし七実現を図らなくては左らない。　　　　　　　　　　　　　　　●

　　我が白血風技術的能力、研究投資の可能鱒を勘案し備査した結果・今御・年を見通した飛翔体に

　よる研究計画は・珠のと回りと考えられる。

　a　気球及び観測ロケット計画

　　　気球及び・ケッ二三は、急速雄展に対応し噸的な研究を行う手段として大門宇鰍骨体の出

　　現した現在でも、その価廊極めて高い講た、科学醒や大型三体鷹載する翻機器の予備試験噺

　　しい研究観測及び報技術の芽を育てるために腫勲報であるので・今後も研究開発を糊して・これ

　　らの飛翔体磁能化ど所要の技術の拡充を図る必要が師我が騨い鳳岬の大学の四壁

　　関という立場から、現在棘大学の宇臨空研究所（内嚥三陸）及働極地研究所（龍）’が初批げ
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　を担当しているが、利用研究者層の厚さと研究課題から考えて、その有効性は今後とも増大することが予想さ

れ、その需要に見合った措置を要する。殊に1976年から1・978年（昭和5・1年から55年）までの国際

噸圏観測計画（rMS）に淑は・我が国でも国麟ll網の一環として・勝闘南極で気球及び吻，

　ト観測を充実させる必要がある。

b　科学衛星計画

科学衛即る地球周辺及び宇宙空間の観潰ljは引き続き実施ナる必要がある・靴EXOS 窒`・．附る

　実験計画は、国際磁気圏観測計画（IMS）の重要な一環をなすものである。また・宇宙から地球を観測する

　科学衛星も必要とされるようになる。重量200K　　　の科学衛星は・機動性・軽済性に優れゾ基礎的な工

学研究にも適しており、将来にわたって年1個程度の打上げを行う必要性が続くと考えられる。翼型ロケッ

　レは安全性、経済1生に優れ、取扱いも容易であるという特徴があり、また、我が国が独自に開発し・その技術

及び知見が高度に結実している固伝ロケット技術の一層の発展の意味からも、これらの衛星の打上げは、M型

　ロ〃ットで行うのが適当である。この場合、構造の軽量化、推進薬の改良等、ロケットの性能向上に関する研究

成果㈱榔・吻ト瀟の酵に資するよう配慮すべきである・』方・1980年代に入ると騨の

精密化、総合化のために・より規模の大きい観測装置を搭載し・！より高精度の制御・情輯取得能力をもつρ50

75・醐の科学衛星も必要とな堰に軌道についても臓軌道・極殖太陽同期軌道磯韓

ど、それぞれのミッションに最も適した所忙打上げる必要も出てぐるであろうト冒

。　国際協力計画

　　198・年代野定されているスペースシャトル計画關しては・我が国の霜科学の実績・撫の発灘

などを考慮して、これに積極印な参加を行うよう努めるべきである。大型実験装置の開発を通じての参加には、．

我が国で計画が進められているプラズマ加速器（AMPSプログラム）によるフ》ズマ能勲実験・等がある

が・その榔も小・中規模の各醗轍器による実験参加拷えられ・将来頗に国内外の㌃睦三郷た．

大型のユニット（スペースラブ）を我が国で開発し、運営することも考慮する必要があろう。また、惑星探査

計画に対しても、基礎能力を育て可能な限り参加できる臨よう努力をすべきであろう．とのよ，うに今後における

国際計画は・質としても規模と9ても・従来に比レ脩段の変化が予想される・・

　以：上に述べた飛翔体による実験計画を年次別に醤定したのが別表の「宇宙飛翔体による実験計画モテルπある。

中・小型科学衛星計画では～今後、’地球周辺、電離圏、磁気圏等の観測を目的とするEXOS衛星シリー’

ズ、太陽や天文・宇宙圃の観測を目的とするASTRO衛星シリーズの打上げが行われ、その成果は順次大

型科学衛星計画に受け継がれる。これらの計画には・大型のX一γ，線望遠鏡を搭載する大型天文衛星（CXG

，T）・地球酬を目的とす講止地球科学醒（GS）・地球科学研卿の野道衛星（ρ鴨S）・。太隣酬

のためラグランジュ点に打上げる定点観測衛星（：LGS）が含まれるであろうbまた、こうした科学衛星はい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一12一
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は気球、』ヶヅ陸どによる協同観測の’まかに、スペー次シ砂ル計画及び惑星探査計画（畑、惑星1腔間

を含むび）を予定しているb

　　　なまへ宇宙科学研究の将来計画については・今後の研究開発のテンポ・研究ρ実績・国際的動向ζ研究をめ

　　ぐる諸条件などに大きく影響されることが考えられ・必卿応じて随時その髄しを行うことを要する・

（3｝地上における研究・観測

　　宇宙科学研究の推進に参いて、地上観測と地上実験室における各種実験的研究は、飛翔体による観測とあ》～・ま

って・’ ｧ獅つ総鰍確に不可欠の要素である・かつ驚地球観想翠と峰騨た諸鰍
　　　　　じ
設備も・爾来r咋を経過レて老朽化し費り・今蓼年次的にそ硬新と・新レ噸鰍の展開に対応し凹

しい設備の導入を図っていく必要がある・特に天文学の分野に淑は・世界回る ﾋ天卒学の騒我が・

　国におけるこの分野の歴史が古く優秀な人材も研究成果もあること、極東地域に夫型電波望遠鏡の無いことなど

を考慮し、当面の撒として・畑電濾鞭を速やかに設置すべきである構た・飛翔体殿る観測の験を

　裏付けるための地上実験装置についてもその充実を図ることが必要である。

　　飛翔体及び地上観測網により得られる宇宙観測のデー・タ資料は、今後学問の全般にわたって加速度的に増大す

　ると予想される。これら宇宙窺測データの迅速かつ正確な処理とそれを広く学界の利用に供することが重要であ

　り、そのためには冠大型計算機を中心とする効率的な宇宙データ総合解析システムの完成と学界の要望に応じる

　ような情報中央管理機能が望まれる。
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別紙
宇宙飛翔体による実験計画モデル

1　97　5　　　　　　　　　　　　　　1　980 1985 1990

lI　　、　　1・ 1 1

⊥し＿＿＿．」
国際磁気圏観測計面（IMS）

＿　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一気 気球　20－50機／年
球　ロ （引続き継続）

・　ケ 全 分 野
＿　　　　　＿　　　　一　　　　　一●　　　　一，1　0－1　5騨年一■一一一’ 一観　ヅ

ｪ　　ト

一一一“’ ﾏ測ロケット
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第12号
地 球

第10号　［］
中 EXOS E口

● 第5号たいよう EXOS－D
小

地　　球 周 辺 　國　　　　　第5号：EXOS－A

�O一三
第9号 1［
］

型
ブ　　　ラ ズ マ 國 BXOS・一C

．ノ 3

セ塾1個　　　　7マ
度）一　　　の畠

科 第6号EXOS－B
第7号　　　　、

学 太　陽 ・　惑 星 國　』、　一．「

第11号
ASTRO－A

〔
］

衛

星 天　文 ・　宇宙 圏

第4号　　　　　第8号’膠　　　　目

ASTRO－C

CORSA　　　　　ASTRO－B

大 地 球 竃

凸地球科学衛星

型
科

地　　球 周 辺 i 静止／極髄　　［当

学
プ　　　ラ ズ マ ■ 太陽風定点観測衛星

衛 太　陽 ・　惑 星

星 天　文 ・宇宙 圏
大型天文衛星

AMP　S
・　o■　．　一 大型望遠鏡など

，，　　　騨■　　　，　　繭　　騎ψ　　一国
スペースシャトル計画 大規模 　　　　　　　嘲一一　　＿．．　臼■一　　一口殉・・　一●　r■一一　　一　　●■一一　鰯鴨●　●■印D．　．■　　齢　一　｝　　噂　　■■　　●■　・　■●　　ρ’

際
協 一＝ニニ∵’∵＝’二’二＝＿＿＿一 赤外線望遠鏡、粒子線観温

力 中。小規模 一一jニ＝」二∴「一地球観測など

計
画

1

　　　　　　　　　　1惑星探一三計

画1

3
＿←一＿．一＿＿騨＿一一・一 @，一　一・・一一・・一一　一一脚一’一一一～騨　一一一

なまへ 上図中斜線部分は、 開発計画の進行中の意である。

脚注 1

I　M S：International・Magnetospheric Study
（国際磁気圏観測計画 ）

SRATS3Solar　Radiation　and　Thermospheric
@　　　　（太陽放射線及び上層大気観測衛星）

Struc糺執‘le『Satβ11ite

馬

CORSA：Cosmic Radiation Satellite
（宇宙放射線観測衛星 ）

EXOS： 緒J灘late’1’te

ASTRO：Astronomioa1 Satellite
（天文観測衛星）

AMPS： ｻ黙Rh鎧酬脚醤垂滞聖e炎矯糠榔ma in　Space
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γ　宇宙科学研究の推進体制

　（1｝研究体制の再検討の必要性

　　　前章まセに述べた宇酬学研究の将来課題を脚るためには・研究の推進に必要雄｛一二実が殊踵

要現齢三体の研究及びそれによる宇宙観測研究は、全国共同利用研究所である東京大学宇臨空研究所を中

心として、各大学、研究所の緊密な協力、連携の下に・試騎星・科鞭星の研究開発・衛星批げロケット●

翻。ケヅい翻用大気球の研究巳封発及び打上げ並びにこれらんよる研究観浪llからデータの取得・噺野鴨至

るまで、研究者の自由な発想に基づく一貫した研究プロジェクトとして実施されているr

この研究繭の下に、宇鯉学、宇宙工学を中心とする関係研究者の購・経験が幅広く鰍され・既に述べ

たように幾つもの優れた業績が生み出されてきた翰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きん
　こうし鰍究活動峨が国では純粋に学術的な課題とレて勘られ・諸外国即して喚問な経費をもつ斡

日の瀦誠果を上げる姪つた験は潴徴的吻・国際的にも融評価を受けている・しかし・現在の実

灘必蝦小限度の研究者陣と韻の下で、特別の努力と情熱を傾注し密撫チ幽ムワークによって猷されて

　きたものであることを見逃してはならない。

今後ゆける我が国の報科学研究の発展のためには、既に述べたような将来課騨対応する研究計画の獺

秘要であるが、これらの計画の規模は、現状に比しかなり拡大し紬のとなり・また・その中には・大型国際協

力計画への参加など国際的鍵携㈱1への配慮を必要とするものが餌れている・さら候利用分野にわだる国

の霜開発計画の拡大に対して、その自立的発展略与するためにも・特に箱工学分野幽ける幅広い研究の

拡充が必要となってきている。　　　　　　　　　　’　　　　．…

　　こ紡を勘贈るとき、今後の宇宙科学研究に坤ては新レい局面の展開が予想され・ここに今後儲ける宇

酬学研究磁進ずるだめの体制についてあるべき姿を＋分に吟味し・適切な三二とることが必要となってき

ている．また、その際独創的洗駆的研究が一層雛されるよう・優秀門門及び技術の後繍の養成について

　も、十分な配慮をすることが必要である。

（2｝研究体制の基本的考え方

　　飛翔体の研究開発及びそれによる覇科学研究は1齪科学の総合研究徽であること・報工学の幅広い基

礎の上に励立つものであること、国際的媚究協力体制の一環として研究が行われる場合力：多いことなどの理

由から、そのブ。ジェハは報理学岬届工学を中心とする関係分野の多数の研究者の密撫協力の下に・計

画立案の段階から成果の取得利用に至るまでの全過程について・一貫したシステムとして責任をもつ体制の下に

雛される必要がある．それとともに、優れた成果雌れた澱研究を鐡とレて生漁るものであるから・広

　く大学等における研究活動の拡充にも配慮する必要がある。

　　このよう雄耀念に立って報科学研究の推進体制を考えるとき、宇翻学研究ブ・レェハを雛するた

めの中枢となる研究纐（以下「輔研究所」というの秘要となる・中枢研究所は・将来計画の内容と規模

一15一
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に対応できるものでなくてはならないが、その除、漏すべき事項が2点ある（傘．・中枢研究所は・全国

の大学・研究者等と密接な連携を保つとともに、関係研究者に対し開かれたものでなければならないというこ

とである
i夢）は・この研究ブ・ジエグトの一環である科学衛星及びその打上げ・ケ・トの計画は・我が国の

国家的歓型ブ・ジェハとして推進されている宇宙開発計画の主要な一部をなすものであるが・叢科学と

しての本質をもつゆえに、あくまでも研究者の自由な発想が十分発揮される性格のものでなければならないと

　いうことである。

㈲　中枢研究所の役割と規模

　　上記の奉本的考え方に立つ全国共同利用の中枢研究所の役割は・次のように要約される。

　（D　宇宙理学及び宇宙工学を中心とする関係分野の密接左協力の下に・飛翔体による宇宙科学研究プロジェク

　　トを実施し、宇宙科学研究を推進すること。

　（ii）宇宙科学研究プロジェクトの計画立案から成果の取得、利用に至るまでの全過程について一貫したシステ

　　ムとして責任をもつこと。

　q）　宇宙科学の大型国際協力事業に我が国の宇宙科学の研究者を代表して参加すること。

　⑱　宇宙科学の振興上必要な八材養成を各大学等と協力しρつ行うこと6

　⑰　宇宙科学に関する情報・解析センターの機能をもつこと。

　　これらの役割をもつ中枢研究所は、大学等6学術研究機関における自主的な研究を反映し、総合してその発

　展に寄与する性格をもつものである。また、そこに夢ける研究の興味は、主として未知の事象、未開発の技術’

　等に絞られるものであり、既に確立された技術を中枢研究所で反復実施する必要はなく・事宜に応じてしかる

　べき機関を利用することが適切であろう。

　　さらに、中枢研究所は実利用を目的とナる宇宙開発計画に関しても先行的役割を果たし、その確実な進捗に寄

　．与するとともに、その要請によって研究開発を行う場合も有り得る。この場合にも、他の関係機関と密接な連携の下に

　プロジェクト策定の当初の段階から参画し、研究所の担当する部分について門貰した責任をもつことができる

　ようにするとともに、研究者の自由な発想が十分発揮されるような体制が考慮されなければ左らない。　　’

　　中枢研究所は、前述した役割を担当し得るに必要な研究者（教授、助教授、助手等）、専門技術者及び事務

　職員をもって構成されるものとし、特に研究者でいえば教授クラスの専門技術者を置くことのできる組織とす

べきである。勲、全国研究者の共同利用機関として機能するため・他の大学等からの額部Fr熔員研究員

　を充実するとともに、それ自体として相当数の固有部門を設けることが重要である・

（41人材養成

　　第IV章に述べられた宇宙科学研究の課題を達成するためには・現在及ひ近“将来にかいてかなりの数の研究

　者を増加する必要がある。この場合に澄いて、宇宙科学ほ高匿に総合的左研究分野であるから・研究者の養成

は中枢研究所及ひ全1準要大学に溺る大学騰育櫨本となる穐であり・そのため宇蟄竺蟹

　の鋼　を増強していく必要がある。　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴ノ’
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8　宇宙理学分野
宇宙飛翔体を利騨今後5－1・年の実験ブ・ジエハ櫛レ購料の猟地上観漬脆設の運

廠臥宇麟礫遂行していくために1ナ・各麟門鰍謙し儲理学の研究者回

しなけ雌ら鯛し眺現在の全国の宇宙理学関係大学院講座だけではrρ霰を満たし得嫉三

二ある．したがって、全国の主要大学醇宙理勃鋤燗する大学院羅倣ぱ地球環境惑星大気禰プラ

ズマ、鱗騨噺躍整備（大学院卿み騨部門囎を卸し三者養成

に努めるとと弧中枢研究所も各大醤と協力しつ6大学院糖を分担する必要がある．

蜘この大学聯の効鞭図るたあ・主要大学にそれぞ腫等し婦野での実弾億デー偏

析幽幽晶晶近辺の大学が共同で利用し3紅飛翔体実験ブ・ジエハにも積極的に参加できるよう

雄制を確保することも必要である・な於・中枢研究所としても・ボスいドクトラル●フェ　シップ

の制度を＋分活用して全国の煤研究機関と協力しつつ人材養成を図ることについても配慮すべきである．

b　宇宙工学分野

　　宇宙工学の分野ゆいては、関連の工学諸分野脚て・極限を追求し・進んだ宇宙技術を培う蹄築

き、進んだ宇厳晶晶させる研究者・技術者の養成が必要である・

　　蜘これらを総合して創造され四神る優れたシステムを担当し・発展させることのできる人材の養

：舳要セあるが温した人材は特定の分野礪する専門家として門閥を徹るとともに・その知識

を幅広く実地面一る能力を酵するための＋分姻ll徽受けていることが必要である．

　　今曲論開発計画が進展すれば、国松・私立の諸機関及び関連産業脚て研究者・技術者の働

の需要増大を招くこととなるが、これらの研究者・技術者の養成のためにも・既存の大辮程及び中枢研

究所剛翻工学剛る大学芋の果たす
ﾈ夫きく・その拡充が必要となる．，

’⑤　評価シネテム

　　報科学の研究計画の実施のため臨働巨額の経費を国家予期計上し鮒雌らな恥したがっ

て、報科学研究については、他の分野以上に公正かつ鰍評価と・緬を噛見直すことが必要とな

曲れらの評価は、関係研究都よるもり、部外者聯ものなど磁られる軸ずれにして禰の

賑基準、方法などについては、研究の自由を保障しつつ先端的・独創的な研究・地嚇研究を雛するこ

とができ訪な醜の下に麟行い・早急にそのためのシステムを整備する必要が脇
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